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八
月
二
十
九
日
、
高
空
籠
城
か

ら
六
〇
〇
日
ぶ
り
に
パ
ク
・
チ
ョ

ン
ヘ
さ
ん
が
地
上
に
降
り
立
ち
ま

し
た
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
大
勢
の

支
援
者
の
中
に
は
、
共
に
民
主
党

代
表
、
雇
用
労
働
部
長
官
、
大
統

領
室
傾
聴
統
合
主
席
室
主
席
秘
書

官
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
体

力
的
な
限
界
は
と
う
に
過
ぎ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
東
電
工
が

頑
な
に
交
渉
を
拒
否
し
て
い
る
中

で
パ
ク
・
チ
ョ
ン
へ
さ
ん
は
「
闘

い
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
解
決
へ

の
道
筋
が
見
え
な
い
限
り
止
め
る

訳
に
は
い
か
な
い
」
と
思
い
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
パ
ク
さ
ん
の
背
中
を
押
し

た
の
が
、「
パ
ク
さ
ん
の
想
い
は

無
駄
に
し
な
い
。
解
決
に
向
け
て

の
約
束
も
す
る
」
と
い
う
働
き
か

け
に
あ
り
ま
し
た
。
雇
用
労
働
部

長
官
は
政
府
レ
ベ
ル
で
の
問
題
解

決
を
探
る
と
表
明
し
ま
し
た
。
民

主
党
代
表
は
、
国
会
聴
聞
会
、
国

政
監
査
、
立
法
公
聴
会
等
様
々
な

可
能
性
に
言
及
し
、
労
使
対
話
の

場
の
設
定
に
努
め
る
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。
ま
た
与
党
側
幹
事
を

務
め
る
キ
ム
議
員
を
中
心
に
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、
外
国
投

資
企
業
が
国
内
で
特
惠
だ
け
を
得

て
撤
退
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
外
投

企
業
食
い
逃
げ
防
止
法
」
を
準
備

す
る
こ
と
も
決
定
し
、
労
働
界
と

共
に
韓
国
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
ハ
イ
テ

ッ
ク
（
韓
国
Ｏ
Ｐ
）
争
議
の
解
決

を
め
ざ
す
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

韓
国
Ｏ
Ｐ
労
組
の
死
力
を
尽
く

し
た
闘
い
は
一
企
業
の
闘
い
の
枠

を
超
え
、
韓
国
内
で
も
広
く
知
ら

れ
、連
帯
行
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
多
く
の
支
援
や
労
働
組
合

と
共
に
、
党
・
政
・
大
を
も
巻
き

込
ん
だ
新
た
な
闘
い
の
ス
テ
ー
ジ

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
空
籠
城
は
、
死
力
を
尽
く
し

た
尊
い
闘
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、

労
働
者
に
二
度
と
こ
ん
な
闘
い
を

さ
せ
な
い
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。
韓
国
Ｏ
Ｐ

労
組
の
雇
用
継
承
の
闘
い
と
共

に
、
再
び
誰
か
が
命
が
け
で
高
所

に
登
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
外

資
に
よ
る
横
暴
を
し
っ
か
り
と
規

制
す
る
法
整
備
も
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
約
束
が
政

府
の
責
任
と
し
て
果
た
さ
れ
る
こ

と
は
新
政
権
の
試
金
石
で
す
。

そ
し
て
韓
国
内
の
大
き
な
動
き

に
呼
応
し
て
、
日
東
電
工
本
社
が

あ
る
日
本
国
内
で
の
運
動
も
重
要

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
日
本
窓
口

申
し
立
て
、
日
東
電
工
に
よ
る
日

本
の
支
援
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る

「
面
談
強
要
」
を
理
由
と
し
た
不

当
弾
圧
に
対
す
る
本
裁
判
も
開
始

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
大
阪
府
労
委

で
の
闘
い
を
は
じ
め
、
各
地
で
日

東
電
工
を
包
囲
す
る
闘
い
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
高
空
籠
城
が
切
り

開
い
た
闘
い
が
加
速
さ
れ
て
い
ま

す
。（
韓
国
Ｏ
Ｐ
労
組
を
支
援
す

る
会

内
田

正
）

●
韓
国
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
ハ
イ
テ
ッ
ク
労
組
を
支
援
す
る
会

高
空
籠
城
が
切
り
開
い
た

闘
い
を
前
進
さ
せ
よ
う

地
上
に
降
り
立
つ
パ
ク
・
チ
ョ
ン
へ
さ
ん

静
岡
県
共
闘
に
は
、
東
和
運
輸

倉
庫（
株
）で
組
織
す
る
遠
州
連
帯

ユ
ニ
オ
ン
東
和
分
会
が
存
在
す
る
。

会
社
は
、
そ
の
分
会
長
に
対
し

て
、
交
通
事
故
を
口
実
と
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
倉
庫
職
へ
の
配

転
命
令
を
出
し
た
。
分
会
は
た
だ

ち
に
抗
議
、
団
交
を
申
し
入
れ

た
。
仮
に
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
倉
庫

職
に
飛
ば
さ
れ
れ
ば
、
賃
金
は
四

十
％
も
減
額
さ
れ
重
大
な
不
利
益

と
な
る
。
第
一
回
団
交
で
は
、
そ

の
点
を
衝
き
、「
本
人
の
同
意
な

く
不
利
益
変
更
は
で
き
な
い
！
」

こ
と
を
主
張
す
る
と
、
第
二
回
団

交
で
は
、
賃
金
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

賃
金
を
補
償
し
た
う
え
で
倉
庫
に

配
転
し
て
も
ら
う
と
、
当
初
の
方

針
を
変
え
た
。
し
か
し
、
採
用
時

か
ら
職
種
限
定
合
意
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
会
社
設
立
以
来
五
十

年
間
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
通
事

故
を
理
由
と
し
て
倉
庫
や
整
備
に

配
転
し
た
ケ
ー
ス
は
一
件
だ
け
で

あ
る
。
そ
の
一
件
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
倉
庫
へ
配
転
さ
れ
た
一
か

月
後
に
は
退
職
届
を
書
か
さ
れ
た

ケ
ー
ス
だ
。
つ
ま
り
、
日
頃
、
目

障
り
な
分
会
長
に
対
し
て
も
同
様

の
ネ
ラ
イ
の
配
転
で
あ
る
こ
と
を

追
及
し
た
。

会
社
は
、
分
会
長
の
事
故
件
数

や
速
度
超
過
件
数
を
挙
げ
て
「
こ

れ
以
上
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
続
け
る

こ
と
は
、
会
社
に
と
っ
て
の
重
大

な
リ
ス
ク
だ
」
と
言
い
放
ち
「
配

転
は
撤
回
し
な
い
！
」
と
強
弁
し

た
。
第
三
回
団
交
で
は
、
事
故
件

数
や
速
度
超
過
が
、
他
の
ド
ラ
イ

バ
ー
と
比
べ
、
本
当
に
突
出
し
て

多
い
の
か
ど
う
か
、
す
べ
て
の
資

料
の
全
面
開
示
を
求
め
た
が
会
社

は
出
そ
う
と
し
な
い
。

す
べ
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
は
こ

の
争
議
を
、
固
唾
を
の
ん
で
見
守

っ
て
い
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
常

に
交
通
事
故
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
か
ら
負
け
ら
れ
な
い
。

（
遠
州
労
働
者
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
委

員
長

鈴
木
英
夫
）

●

静
岡
県
労
働
組
合
共
闘
会
議

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
倉
庫
職
へ

不
当
な
配
転
命
令
と
闘
う
！

一
九
二
三
年
九
月
一
日
、
大
震

災
で
は
多
く
の
朝
鮮
人
や
中
国
人

が
、
日
本
の
軍
、
警
察
、
そ
し
て

「
自
警
団
」
と
い
う
形
で
組
織
さ

れ
た
民
衆
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ

た
。こ

の
虐
殺
か
ら
一
〇
二
年
目
の

今
年
、
労
組
反
戦
行
動
実
行
委
員

会
は
、
九
月
一
日
、
両
国
・
都
立

横
網
町
公
園
で
営
ま
れ
た
朝
鮮
人

犠
牲
者
追
悼
式
典
に
参
加
し
た
。

差
別
排
外
主
義
を
克
服
す
る

労
働
運
動
を
つ
く
ろ
う
！

そ
の
後
、
参
加
者
は
亀
戸
・
浄

心
寺
に
移
動
し
、
大
震
災
の
混
乱

の
中
で
労
働
運
動
・
社
会
主
義
運

動
の
活
動
家
ら
が
軍
や
警
察
に
虐

殺
さ
れ
た
「
亀
戸
事
件
」
の
追
悼

碑
の
前
で
も
追
悼
式
を
独
自
に
行

っ
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
が
感
想
を

発
表
し
た
が
、
多
く
の
人
が
先
の

参
院
選
で
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス

ト
」
を
掲
げ
る
排
外
主
義
政
党
が

大
き
く
伸
長
し
た
こ
と
に
触
れ

た
。
一
〇
二
年
前
に
労
働
者
人
民

が
他
民
族
虐
殺
に
加
担
し
た
と
い

う
過
ち
を
反
省
し
、
差
別
排
外
主

義
を
克
服
す
る
労
働
運
動
を
つ
く

っ
て
い
く
決
意
を
語
っ
た
。

当
時
、
植
民
地
か
ら
の
独
立
を

求
め
て
い
た
朝
鮮
の
人
民
と
日
本

の
労
働
運
動
・
社
会
主
義
運
動
が

結
合
す
る
こ
と
を
支
配
階
級
は
何

よ
り
も
恐
れ
て
い
た
。
両
者
の
分

断
を
図
る
た
め
に
差
別
排
外
主
義

を
扇
動
し
、
日
本
の
労
働
者
人
民

に
他
民
族
敵
視
を
植
え
付
け
て
戦

争
に
動
員
し
た
。
外
国
人
へ
の
差

別
排
外
主
義
が
煽
ら
れ
て
い
る
現

在
も
同
じ
で
あ
る
。

今
年
は
治
安
維
持
法
が
制
定
さ

れ
て
一
〇
〇
年
だ
が
、
労
働
運
動

が
戦
争
反
対
を
貫
く
た
め
に
は
権

力
弾
圧
に
屈
さ
ず
打
ち
勝
つ
必
要

が
あ
る
。
亀
戸
事
件
で
殺
さ
れ
た

先
輩
た
ち
の
無
念
を
引
き
継
い
で

戦
争
と
差
別
を
な
く
す
労
働
運
動

を
と
も
に
闘
っ
て
い
こ
う
。

（
全
国
一
般
東
京
東
部
労
組
書
記

長

須
田
光
照
）

●

9
・
1
労
組
反
戦
行
動

関
東
大
震
災
虐
殺
一
〇
二
年
と

「
亀
戸
事
件
」
追
悼
行
動
実
施

「亀戸事件」の追悼碑前にて

九
月
十
九
日
、
国
会
正
門
前
に

て
二
三
〇
〇
名
が
集
ま
り
総
が
か

り
行
動
が
行
わ
れ
た
。
集
会
は
社

民
党
福
島
党
首
、
共
産
党
田
村
委

員
長
か
ら
連
帯
挨
拶
と
、
沖
縄
の

風
伊
波
代
表
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
山
岸
移

住
連
事
務
局
長
、
山
岸
日
弁
連
憲

法
問
題
対
策
副
本
部
長
、
中
野
上

智
大
教
授
か
ら
、
参
院
選
に
見
ら

れ
る
排
外
主
義
勢
力
の
伸
長
、
憲

法
の
平
和
主
義
の
形
骸
化
、
米
国

の
政
治
と
日
米
同
盟
の
今
後
な
ど

報
告
さ
れ
、
総
が
か
り
行
動
の
継

続
が
訴
え
ら
れ
た
。

9
・
19
行
動
は
一
一
八
回
を
数

え
る
。「
武
力
で
平
和
は
作
れ
な

い
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、

現
実
の
武
力
紛
争
や
「
戦
争
で
き

る
国
か
ら
戦
争
す
る
国
」
へ
と
突

き
進
む
日
本
の
動
き
を
止
め
る
た

め
に
生
か
し
て
い
こ
う
。

国
際
的
情
勢
を
言
い
立
て
、
南

西
諸
島
の
軍
事
強
化
が
進
み
、
空

港
や
港
湾
の
軍
事
利
用
や
米
軍
と

の
合
同
訓
練
も
全
国
で
展
開
さ
れ

て
い
る
。
職
場
で
の
反
戦
運
動
が

重
要
で
あ
る
。
労
働
組
合
が
結
集

し
運
動
を
強
化
し
、
翼
賛
勢
力
に

組
み
込
ま
れ
た
歴
史
を
学
び
、
反

戦
・
反
差
別
の
声
を
広
め
よ
う
。

（
東
京
全
労
協
議
長

小
泉
尚
之
）

●

9
・
19
国
会
正
門
前
大
行
動

武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
！

「
戦
争
法
」強
行
採
決
か
ら
十
年

学
究
社
は
、
中
学
・
高
校
受
験

を
中
心
と
し
た
進
学
塾
「
ｅ
ｎ

ａ
」
を
運
営
し
て
い
る
会
社
で

す
。
学
究
社
分
会
は
「
ｅ
ｎ
ａ
」

で
講
師
を
し
て
い
る
労
働
者
で
結

成
し
た
組
合
で
あ
る
。

学
究
社
分
会
の
小
澤
さ
ん
は
、

二
〇
二
四
年
四
月
に
六
十
歳
定
年

を
迎
え
、五
月
か
ら
は
再
雇
用（
一

年
ご
と
の
契
約
）
と
し
て
引
き
続

き
学
究
社
で
働
い
た
。
し
か
し
、

契
約
更
新
目
前
の
二
〇
二
五
年
三

月
、
会
社
は
小
澤
さ
ん
と
の
再
雇

用
契
約
を
更
新
し
な
い
と
通
知
。

団
体
交
渉
で
契
約
更
新
を
求
め
て

も
、
会
社
は
「
契
約
更
新
は
し
な

い
」「
理
由
は
契
約
満
了
の
た
め
」

と
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
組
合

は
諦
め
ず
に
団
体
交
渉
を
申
し
入

れ
た
が
、
会
社
は
応
じ
て
い
な

い
。話

し
合
い
で
の
解
決
は
難
し
い

と
判
断
し
、
小
澤
さ
ん
は
七
月
に

提
訴
。
現
在
は
地
裁
で
係
争
中
で

あ
る
。

小
澤
さ
ん
へ
の
契
約
更
新
拒
否

の
問
題
が
発
生
し
た
直
後
の
五

月
、
今
度
は
突
然
、
パ
ー
ト
社
員

が
大
量
に
雇
い
止
め
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
六
月
中
旬
に
は
、

新
卒
の
契
約
社
員
（
契
約
期
間
は

来
年
三
月
ま
で
）
か
ら
、「
上
司

か
ら
『
六
月
末
で
契
約
を
中
断
す

る
』
と
言
わ
れ
た
」
と
組
合
に
相

談
が
あ
っ
た
。
学
究
社
分
会
に
加

入
し
て
も
ら
い
団
体
交
渉
を
申
し

入
れ
た
が
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

会
社
は
「
三
月
ま
で
様
子
を
み
る

こ
と
に
し
た
」
と
し
て
「
契
約
の

中
断
」
を
撤
回
。
組
合
は
経
緯
説

明
や
パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
謝
罪
を
求
め

て
い
る
。

学
究
社
分
会
は
引
き
続
き
職
場

を
守
る
た
め
に
、
裁
判
・
団
体
交

渉
で
闘
っ
て
い
く
。（
全
国
一
般
東

京
労
組
書
記
次
長

柳
瀬
睦
美
）

●

全
国
一
般
東
京
労
働
組
合

進
学
塾
・
学
究
社
「
ｅ
ｎ
ａ
」

再
雇
用
更
新
拒
否
を
闘
う
！
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